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白石氏：次に、韓国から、趙　埈佖（チョ・ジュンピル）

教授に「アジアのセーフコミュニティ活動」についてご

講演いただきます。

　趙教授は、アジアのセーフコミュニティ活動のリー

ダーでいらっしゃいます。また、韓国スウォン市にあり

ますアフィリエイトセンターの長としてセーフティープ

ロモーションの活動も、かなり以前からサポートしてい

ただいており、これからも責任をもってサポートしてい

ただく方でございます。それでは、趙教授よろしくお願

いします。

　どうもありがとうございます。おはようございます。

友人の皆様、同僚の皆様、そしてご参加の皆様、おはよ

うございます。

　最初に、このたびは、日本セーフティープロモーショ

ン学会の創立ということでこの歴史的な都市であります

京都において設立総会を開催されますこと、心からお祝

いを申し上げたいと思います。また、学会の運営委員会

に対しまして、このたびお招きを受けまして、そして、

基調講演者といたしまして、この記念すべき設立総会で

お話しさせていただきますこと、お礼を申し上げます。

　ここ数日間は、亀岡市で現地視察をしていたわけであ

りますけど、非常に暖かいおもてなしを受けました。ま

た、コミュニティセーフティプロモーションの努力に感

銘を受けました。それから、亀岡市の市民の皆様方、協

力者、保健医療関係者、京都府の保健医療関係者の方々

の今までなした業績に対して、非常に感銘をいたしまし

た。

　今朝は、私からは、国際セーフコミュニティネットワー

ク、そして、アジアセーフコミュニティ・ネットワーク

について、簡単にお話ししたいと思います。そして、私

たちのプログラムを、どうやって今後さらに改善してい

くことが必要かということをお話ししたいと思います。

これは、私のアジア地域のコミュニティに対する現地視

察の経験に基づいて感じていることです。

　セーフコミュニティの概念そのものの基盤となってい

るのは、「セーフコミュニティ声明(マニフェスト)」とい

うことでありまして、すべての人が健康と安全に対して

平等な権利を有するというものです。これは1989年ス

ウェーデンで第１回の世界大会のときに採択されたもの

です。セーフコミュニティープログラム、そして、セミ

ナーの早期の経験から、いくつかの基準が出てきました。

これによって国際セーフコミュニティネットワークの会

員の認証を得ることができるわけです。

　皆さん方はこの指標をよくご存じだと思いますけれど

も、国際セーフコミュニティの認証を受けるためには６

つの指標があります。これらの指標に関しましては、ま

た、後で取り上げたいと思っています。

　レイフ・スヴァンストローム先生が既にお話しなさっ

たように、現在118のコミュニティがセーフコミュニティ

として認証を受けています。最初に認証を受けたのが、

スウェーデンのリードショッピングで1989年です。そし

て、最新の認証を受けたところが韓国の済州島で、2007

年、今年の７月です。

　ＷＨＯコミュニティセーフティプロモーション協働セ

ンター、これはカロリンスカ研究所の中にあるわけです

が、それを支持していくために、16の提携サポートセン

ターがあります。アジアの地域では３つありまして、１

つは香港、もう１つがバングラデシュ、そして、韓国の

スウォンです。京都府というのは、この取り組みからし

たら、最も積極的だと聞いております。近い将来京都に

アフィリエイト、つまり提携サポートセンターを誘致す

ることができるのではないでしょうか。すなわち、アジ

アの近隣諸国において、そしてまた、日本においてセー

フコミュニティの運動を促進するために、誘致すること

ができるのではないかと期待しております。

　この認証のプロセスを促進するためにカロリンスカ研

究所のＷＨＯ協働センターは、認証センターというもの

を設置しています。世界に６つの認証センターがありま

す。アジアでは、韓国のスウォンにありますアジョー大

学に外傷予防コミュニティセーフティプロモーションセ

ンターが設置されています。これがアジアのセンターと

いうことになりました。これについては、私たちは非常

に誇りに思っています。

「アジアのセーフコミュニティ活動」

趙　埈佖

韓国アジョー大学医学部教授
アジアセーフコミュニティネットワーク　チェアマン（当時）

セーフコミュニティ認証センター長

◆教育講演Ⅱ◆
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　このスライドは、アジアのセーフコミュニティネット

ワークを示しています。18のコミュニティが、既に認証

を受けています。韓国のスウォンが、2002年にアジアで

最初のセーフコミュニティの認証を受けました。これは、

世界では63番目でした。香港には６つのコミュニティ、

そして、台湾では４つ、そして中国本土は１つというこ

とでありまして、これは山東省済南市のユースパークコ

ミュニティというところです。ベトナムには５つのセー

フコミュニティ、これは2006年に認証を受けました。そ

して、韓国の済州島が一番最近認証を受けました。中国

では11のコミュニティが今年中には認証を受ける予定で

す。ご存じのように、カロリンスカ研究所のＷＨＯ協働

センターは、認証を受けたコミュニティが、５年ごとに

再認証を受けることを推奨しているわけです。再認証を

受けるプロセスを通して、各コミュニティを再度活性化

し、やる気を起こさせるのです。すなわち、このプログ

ラムを持続可能性をもつものにするということです。ス

ウォン市は、今年の10月４日に、再認証を受ける予定で

す。

　アジアセーフコミュニティ・ネットワークのインター

ネットのホームページのアドレスは、www.safeasia.net 
です。アジアのセーフコミュニティネットワークの

ニュースレターについても、２か月に１回の発行する予

定です。このニュースレターのコーディネーターは、ナ

ム・スー・パク先生でありまして、皆さま方の活動の

ニュースをほかのコミュニティと共有することを目的と

しています。

　それからまた、医療の専門家、コミュニティ活動の実

践家を対象に、アジア地域でのトレーニングコース、ま

た教育プログラムを予定しています。これはＷＨＯの協

働センターとともに企画しています。また、年次のネッ

トワークのミーティングを国際会議をアジアの会議でや

りたいと思っています。この毎年開かれます年次総会で、

日本の方々とお会いしていきたいと思っています。

　それから、アジア大会でありますけれども、２年に１

回の開催ですが、１回目は2002年に韓国のスウォンで開

催されました。２回目の大会は、バングラデシュのダッ

カ、そして、３番目は台湾の台北市で開催されました。

そして、４番目のアジアの大会は、今年11月にタイで開

催されます。アジアセーフコミュニティ・ネットワーク

を代表いたしまして、皆様方の非常に積極的な参加を心

待ちにしております。

　2009年には中国の北京市で、第５会アジア大会が開催

されます。これは中国の労働災害安全衛生協会が主催す

るものです。第６回アジア大会は、候補地がいま申請待

ちの状況です。京都府、そしてベトナムのハノイが2001

年の第６回のアジア大会の強力な候補だと、私は思って

います。

　さて、それではアジアの多くのコミュニティにおきま

して、現地視察を通して私が学んだこと、これらは私た

ちのプログラムを改善するのに役に立つものであります

けれども、それについてお話ししたいと思います。これ

は亀岡市にも適応できることだと思います。亀岡市に関

しましては、ここ数日にわたって現地視察を行ってきた

わけです。それでは、それぞれの指標を見ていきたいと

思います。

　まずセーフコミュニティの第１の指標、より安全な地

域作りを目指し、分野や領域の垣根を越えて、協働で取

り組む組織があることとなっております。それぞれのコ

ミュニティには、さまざまな部門で、総体的に優れたイ

ンフラが存在します。例えば、自治体自身、公衆衛生部

門、疾病対策センター、職業安全衛生協会、大学、そし

て公衆衛生学部、医学部、病院、警察などです。また、

消防などもあります。しかし、より部門横断的な協働作

業が定期的に行われることによって、外傷予防プログラ

ムにコミュニティの人たちを積極的に巻き込んでいくこ

とが求められます。

　２つ目の指標、これはすべての性別、年齢、環境、状

況を対象に、長期にわたる継続的なプログラムがあるこ

ととされています。

　この２つ目の指標に示されるように、我々はすべての

年齢層をカバーしなければなりません。子どもたち、あ

るいは高齢者だけではありません。外傷の統計を見てみ

ますと、はっきりわかることがあります。すなわち、思

春期から成人期の、すなわち15歳から45歳の人たちも、

非常に弱者としてとらえることができるということです。

環境に関しては、我々は職場での安全性を忘れてはなり

ません。また、大規模な商業地域、あるいは農業におけ

る安全性も考えなければならないでしょう。それぞれの

コミュニティで、スポーツ、レジャーを行う上での安全

性、例えば、おぼれたりすること、自殺、暴力、虐待な

ど意図的な外傷も考えなければいけません。

　３つ目の指標は、危険度の高い集団、年齢層や地域な

どと環境に焦点を当てたプログラム、及び弱者とされる

人たちを対象にしたプログラムがあることとされていま

す。リスクがより高い弱者というものがコミュニティに

存在します。例えば、子どもたち、高齢者、女性が含ま

れます。また、アルツハイマー病の高齢者、障害者、移

民、あるいは外国人も含まれるということです。

　そして、４つ目の指標は、外傷の頻度と原因を記録す

るプログラムがあること。この４つ目の基準というのは、

コミュニティ・セーフティプロモーションに対する科学
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的なアプローチにとっては重要であり、また、持続可能

な開発を考えるにあたっても重要です。自治体、そして

公衆衛生部門、医学部、公衆衛生学部、医療従事者、病

院などの協働による努力が必要です。そして、単位人口

あたりのあたりの外傷データが必要です。そして、各コ

ミュニティが、国際的な基準にしたがって外傷の分類を

行い、コミュニティの調査、データの分析を行うことが

求められます。さらに、どのような状況で外傷が発生し

たのかということを知ることによって、リスク因子を減

らし、改善をしていくことができます。外傷サーベイラ

ンスの分野では、ほとんどのコミュニティが、学会専門

家との協働作業が必要です。その意味では、それぞれの

コミュニティと、また、日本セーフティープロモーショ

ン学会の専門家との間の積極的な協働作業を期待すると

ころであります。

　５つ目の指標は、プログラム、取り組みのプロセス、

取り組みの結果を評価する基準があること。評価が重要

です。さらにセーフコミュニティープログラムを改善し

ていくためのエビデンスベースのアプローチにとっても

評価が必要です。各コミュニティは、医療の専門家から

も、この面で支援を得ることができるでしょう。

　６つ目の指標は、国内、国際的なセーフコミュニティ

のネットワークへ継続的に参加していくこと。国内、そ

して国際ネットワークに積極的に参加するということは、

経験を共有し、お互いから学び合うために大変重要です。

会議に出席するだけでは十分ではありません。皆様には

ぜひ国際会議にも積極的に参加していただき、皆さん自

身のプログラムを発表していただきたいと思います。さ

らに、アジアセーフコミュニティ・ネットワークを代表

いたしまして、京都府、亀岡市、そして京都における大

学が、できれば国際会議、セミナー、シンポジウム、ワー

クショップ、あるいは教育、研修コースなどを主催して

いただきたいと思います。特に、近隣諸国で、あまりセー

フコミュニティの概念に通じていない国のために、その

ような労をとっていただければと思います。日本セーフ

ティプロモーション学会は、そのような責任、リーダー

シップを今後発揮してくださるものと期待しております。

　最後になりますが、アジアセーフコミュニティ・ネッ

トワークを代表いたしまして、ぜひ第４回アジア地域大

会への皆様の積極的な参加を期待しております。この11

月にタイのバンコクで開催を予定しています。これがア

ジアセーフコミュニティ・ネットワークのホームページ

です。ネットワークを通じて、さらに情報を得ていただ

くことができます。ネットワークは、皆さん自身の貢献

をも大きく期待して、さらに発展していきたいと思いま

す。皆様の暖かいおもてなし、歓迎を心より感謝申し上

げます。そして、日本のコミュニティが、近いうちに国

際セーフコミュニティネットワークの一員となり、世界

でも最良のモデルプログラムとなられることを願ってお

ります。皆様の学会の成功を、ご健闘を心よりお祈りい

たします。ご清聴ありがとうございました。
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Asian SaAsian Safe Commufe Community Netnity Network
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the effthe effects of cs of change;ge; 
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netwnetworks.s. 

Indicatndicators for Safe Communitiesors for Safe Communities

CriteriCriteria 1 1

An iAn infrasfrastructructure be basesed d on p partrtnenershirship p 

and colnd collaboraborations goveons governed by ed by 

a a cross -cross - secectitiononalal gr group oup thathat i is 

respsponsionsible for s for safety promfety promotiotion in in th theieir r 

communimmunityty

Criteria 1 Criteria 1 

Criteiteriaia 1 1: AnAn in infrastrucuctuturere ba basedsed on on par partnetnershship an and 

collababororations,ns, g goveverned by a by a crcrososs -s - sectional gr group up ththat iat is 

respononsisiblble foe for sr safefety ty prpromotion in in t their cr communiunityty

• Good infrGood infrastastructuctureses
Depapartrtmement nt of Pof Publublic H Healealth,th, C Center fer for r DiDiseseasase Ce Contrntrol, 

Occupatitionalnal Safefety aty and Hend Healalth AsAssosociciatiation,n, 

School of P of Publublic H Health, NG NGOsOs

• CollaborCollaboratative eive efforts w with cr cross-sectoss-sectional ional 
grgroupsoups

regulgular mear meetingsgs

• InvolvementInvolvement of com of communitmunity people people
Creative ae and acnd actitive

Indicatndicators for Safe Communitiesors for Safe Communities

CriteriCriteria 2 2

Long-term,m, sus sustaiainablable pre progograms rams 

coveveriring ng both both gegendnders aners and ald all ag ages,es, 

enviviroronmennments,ts, an and sid situatuationsns

Criteria 2Criteria 2

• AgeAge
• EElderlyly, Ch Childildreren

• AdolAdolescent and escent and Aduldults (ts (age 15age 15 – 45)45)

• EnvirEnvironmentent
• HHome, Trafme, Traffic,c, pl playgroundayground

• CommerciCommercial areal area ( (largearge department) department)

• Work plWork place ace (agriagriculcultural saftural safety)ty)

• SSituationuation
• FiFire preventire prevention

• Sports &Sports & Le Leisure,ure, Drowniowningng

• IIntentitentional ional injuriries -es - Suiuicide,de, Viololence,ence, Abusebuse

Criteiteriaia 2 2: Long-ng-teterm,rm, su suststaiainable pr progograms coveriring bng bothth 

gendgenderers and a all ll ages, en environmonmenentsts, , andand s situatuationsns;

Indicatndicators for Safe Communitiesors for Safe Communities

CriteriCriteria 3 3

Progrograms tams thathat target high-rget high-risk grsk groups and oups and 

envirenvironmentonments, ands, and 

prprogrograms ts thathat p promotomote saf safety for vulne vulnerable able 

grgroupsoups



日本セーフティプロモーション学会誌　Vol.1　No.1　　200822

「アジアのセーフコミュニティ活動」

Criteria 4Criteria 4

Criteiteriaia 4 4: ProProgramsms th thatat doc documeument the the f freqequenuencycy an and cau causeses 

ofof in injuries

• CollaborCollaboratative eive efforts w with d diververse healte health 

sectsectorors
• DDepapartrtmement nt of Pof Publublic H Healealth th 

• SSchool of P of Publublic H Health 

• HeaHealthth pr profofesessionals fr fromom ho hospspitaital

• PopulaPopulation based dation based data

• IntInternational stnational standarandard

• Including sitIncluding situations injuuations injurieses occurr occurred

Indicatndicators for Safe Communitiesors for Safe Communities

CriteriCriteria 5 5

Evalaluauatition meon measurasures to assess tes to assess theiheir r 

programs, prms, prococesses,esses, an and thd the effee effects of cts of 

chchanangege 

Criteria 5Criteria 5

Criteria 5: Evaluation measures toto assess their programs, processes and 

the effects of change

1.1. Procesocess evaluations evaluation

2.2. OutOutcomecome evaluation  evaluation 

Indicatndicators for Safe Communitiesors for Safe Communities

CriteriCriteria 6 6

OnOngoigoing png partirticicipapatition ion in n natitionalnal a and nd 

inteinternrnatioationanal Sal Safefe Co Commununitieities s 

nenetwororks. . 

Criteria 6Criteria 6

Criteiteriaia 6 6: Ongoigoing ng papartirticicipatition ion in n natitionalnal anand id inteternatioional 

Safe C Commununititiesies netnetworkrks. 

1.1. National levelNational level
Annunualal C Confonfererence on Con Communiunity Sty Safefety Pty Promotiotion on 

TraTrainingng and and ed educaucationon co coururseses 

2. Asian r2. Asian regional levelegional level

Asian Cn Confonference ce onon S Safe C Communities

Educaucation and tr trainingning cou courseses – undnderer plananningng

3. I3. Internationnational l levellevel
Internatiational c conferferencnce e on Son Safe Co Commmmunities
TraTrainingng and and ed educaucationon co coururseses i in K KI

Looking forward to seeing all of you

at the 4th Asian Regional Conference on Safe Communities

in Bangkok, Thailand, 2007

Criteria 3Criteria 3

• HHigh risk and vulnergh risk and vulnerableable 

grgroupsoups
• ElderElderlyly, C, Chilildrenen, H, Handandicappappeded

• AlAlzheieimer dir diseseasase (De (Dementitia)a)

• IImmimmigrgranant t 

• ForForeigngnerers

Criterieria 3: 3: Programs thms that taat targrget hihigh-gh-risrisk gr grououps aps and nd 

envenviroironmentents, and and proprograrams that promotote sa safefetyty f for vu vulnerlnerabable 

grououps ps 

Indicatndicators for Safe Communitiesors for Safe Communities

CriteriCriteria 4 4

Progrograms tams thathat document t document the he frfrequencequency and y and 

causes ofcauses of injuriesinjuries
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Asian Safe Community Network Asian Safe Community Network 

www.safeasia.netwww.safeasia.net

JoJoonon Pil Pil Ch Cho, M.D.M.D., Ph, Ph.D..D.

Chairman oChairman of Asian Sa Asian Safe Commun Community Net Networork

www.safeasia.netwww.safeasia.net

Affiliatfiliate Supporte Support Cent Center fer for Sa Safe Com Communitiesunities

Certifying CenCertifying Center for a Safor a Safe Communfe Communityty

CentCenter fer for Injurjury PrPreventevention and Communion and Community 
SaSafety P Promotomotionion

DeparDepartmenttment o of EmerEmergency Medicgency Medicinene

Ajou Ajou UniverUniversitsity School of Medic School of Medicinene

Suwon, KorSuwon, Korea

jpcho@ajou.ac.krjpcho@ajou.ac.kr




